
いわて漁連情報　06 05　いわて漁連情報07　いわて漁連情報

【
は
じ
め
に
】

　
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
で
は
磯
根
資
源
の
持
続
的
な
利

用
の
た
め
、
県
内
２
地
区
で
磯
根
資
源
の
分
布
状
況
を

継
続
し
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
い
ま
す
。
近
年
、
本
県

沿
岸
で
は
、
夏
季
・
冬
季
の
水
温
上
昇
を
は
じ
め
海
洋

環
境
が
急
激
に
変
化
し
て
お
り
、
コ
ン
ブ
群
落
の
消
失

に
よ
る
餌
不
足
、
ア
ワ
ビ
資
源
の
減
少
、
ウ
ニ
の
身
入

り
悪
化
等
磯
根
資
源
に
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま

す
。

　
本
研
究
で
は
、
潜
水
調
査
に
よ
り
得
ら
れ
た
デ
ー
タ

を
も
と
に
、
磯
根
資
源
の
動
向
を
分
析
し
、
本
県
沿
岸

で
発
生
し
て
い
る
海
洋
環
境
の
変
化
が
磯
根
資
源
に
及

ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
、
検
討
し
ま
し
た
。

【
調
査
方
法
】

　
県
中
部
地
区
増
殖
場
に
お
い
て
、
ス
ク
ー
バ
潜
水
に

よ
る
動
物
及
び
海
藻
類
の
生
息
密
度
調
査
を
行
い
ま
し

た
。
調
査
は
７
月
及
び
10
月
の
年
２
回
行
い
、
７
月
は

海
藻
類
の
み
採
集
し
ま
し
た
。
採
集
し
た
生
物
は
、
個

体
数
及
び
重
量
を
計
測
し
、
調
査
対
象
範
囲
の
密
度
を

求
め
ま
し
た
。
同
密
度
に
増
殖
場
面
積
を
乗
じ
て
全
体

の
生
息
個
体
数
・
重
量
を
推
定
し
、
個
体
数
・
重
量
を

増
殖
場
全
体
で
除
す
る
こ
と
で
生
息
密
度
を
算
出
し
ま

し
た
。

【
調
査
結
果
】

　
平
成
22
年
〜
令
和
６
年
の
主
な
磯
根
資
源
の
生
息
密

度
の
推
移
に
つ
い
て
、
エ
ゾ
ア
ワ
ビ
は
、
0.3
〜
3.9
個
／

㎡
で
令
和
６
年
は
1.3
個
／
㎡
で
し
た
。
キ
タ
ム
ラ
サ
キ

ウ
ニ
は
、
3.1
〜
14.2
個
／
㎡
で
令
和
６
年
は
3.6
個
／
㎡
で

し
た
。
エ
ゾ
バ
フ
ン
ウ
ニ
は
、
０
〜
2.2
個
／
㎡
で
令
和

６
年
は
０
個
／
㎡
で
し
た
。

　
エ
ゾ
ア
ワ
ビ
は
平
成
28
年
以
降
急
激
に
減
少
し
、
低

水
準
で
推
移
し
た
後
、
令
和
４
年
に
回
復
し
ま
し
た
が
、

令
和
５
、
６
年
と
減
少
に
転
じ
て
い
ま
す
。
キ
タ
ム
ラ

サ
キ
ウ
ニ
は
依
然
高
密
度
の
水
準
で
す
が
、
令
和
６
年

は
稚
ウ
ニ
が
極
端
に
減
少
し
て
お
り
、
平
成
21
年
以
降

で
最
低
水
準
と
な
り
ま
し
た
。
全
体
で
も
減
少
傾
向
を

示
し
て
い
ま
す
。
エ
ゾ
バ
フ
ン
ウ
ニ
は
平
成
28
年
以
降

極
端
に
減
少
し
、
近
年
は
ほ
と
ん
ど
出
現
し
て
い
ま
せ

ん
。

　
底
生
生
物
の
個
体
数
密
度
の
推
移
は
、
植
食
性
巻
貝

は
０
〜
27.0
個
／
㎡
で
令
和
６
年
は
0.3
個
／
㎡
で
し
た
。

肉
食
性
巻
貝
は
０
〜
3.2
個
／
㎡
で
令
和
６
年
は
0.2
個
／

㎡
で
し
た
。
ヒ
ト
デ
類
は
0.3
〜
5.6
個
／
㎡
で
令
和
６
年

は
5.6
個
／
㎡
で
し
た
。
カ
ニ
・
ヤ
ド
カ
リ
類
は
1.1
〜
5.5

個
／
㎡
で
令
和
６
年
は
1.1
個
／
㎡
で
し
た
。

　
大
型
海
藻
類
の
重
量
密
度
の
推
移
は
、
ワ
カ
メ
は
０

〜
2.1
㎏
／
㎡
で
令
和
６
年
は
0.4
㎏
／
㎡
で
し
た
。
コ
ン

ブ
は
０
〜
6.4
㎏
／
㎡
で
令
和
６
年
は
０
㎏
／
㎡
で
し
た
。

　
植
食
性
巻
貝
は
令
和
３
年
に
突
然
消
失
し
、
現
在
ま

で
継
続
し
て
い
ま
す
。
ヒ
ト
デ
類
は
平
成
28
年
頃
か
ら

イ
ト
マ
キ
ヒ
ト
デ
の
み
が
急
激
に
増
加
し
、
密
度
が
約

５
倍
の
水
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ワ
カ
メ
は
令
和
４
年
の
冷
水
接
岸
に
よ
り
豊
富
に
繁

茂
し
、
そ
の
後
も
継
続
し
て
出
現
し
て
い
ま
す
。
一
方
、

コ
ン
ブ
は
平
成
28
年
以
降
ほ
と
ん
ど
繁
茂
せ
ず
、
令
和

４
年
に
わ
ず
か
に
出
現
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
ほ
と

ん
ど
繁
茂
し
て
い
ま
せ
ん
。

【
考
察
】

　
本
県
沿
岸
の
海
水
温
の
上
昇
に
よ
り
、
磯
根
生
物
の

成
長
・
生
残
に
複
合
的
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
本
調
査
で
出
現
す
る
海
藻
類
の
種
構
成

が
コ
ン
ブ
類
を
は
じ
め
と
す
る
寒
帯
性
種
か
ら
ホ
ン
ダ

ワ
ラ
類
等
の
温
帯
性
種
へ
変
化
し
て
い
る
ほ
か
、
県
内

各
地
で
イ
セ
エ
ビ
等
温
帯
性
種
の
目
撃
が
増
加
し
て
お

り
、
沿
岸
域
の
生
物
群
集
が
遷
移
過
程
に
あ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
磯
根
生
物
の
動
向
は
、
海
洋
環
境
の
変

化
や
生
物
同
士
の
種
間
関
係
が
複
雑
に
作
用
す
る
こ
と

か
ら
、
幅
広
い
生
物
種
の
継
続
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

図１ 県中部の年間水温の推移

図２ エゾアワビの密度推移

図３ キタムラサキウニの密度推移

図５ 植食性巻貝の密度推移

図４ エゾバフンウニの密度推移

図６ 肉食性巻貝の密度推移

図７ ヒトデ類の密度推移

図９ ワカメの密度推移

図８ カニ・ヤドカリの密度推移

図10　コンブの密度推移
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水
産
技
術
セ
ン
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ー
か
ら
、
潜
水
調
査
の
結
果
か
ら
見
る
磯
根
資
源
の
長
期
動
向
に
つ
い
て

寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
掲
載
し
ま
す
。
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査
対
象
範
囲
の
密
度
を

求
め
ま
し
た
。
同
密
度
に
増
殖
場
面
積
を
乗
じ
て
全
体

の
生
息
個
体
数
・
重
量
を
推
定
し
、
個
体
数
・
重
量
を

増
殖
場
全
体
で
除
す
る
こ
と
で
生
息
密
度
を
算
出
し
ま

し
た
。

【
調
査
結
果
】

　
平
成
22
年
〜
令
和
６
年
の
主
な
磯
根
資
源
の
生
息
密

度
の
推
移
に
つ
い
て
、
エ
ゾ
ア
ワ
ビ
は
、
0.3
〜
3.9
個
／

㎡
で
令
和
６
年
は
1.3
個
／
㎡
で
し
た
。
キ
タ
ム
ラ
サ
キ

ウ
ニ
は
、
3.1
〜
14.2
個
／
㎡
で
令
和
６
年
は
3.6
個
／
㎡
で

し
た
。
エ
ゾ
バ
フ
ン
ウ
ニ
は
、
０
〜
2.2
個
／
㎡
で
令
和

６
年
は
０
個
／
㎡
で
し
た
。

　
エ
ゾ
ア
ワ
ビ
は
平
成
28
年
以
降
急
激
に
減
少
し
、
低

水
準
で
推
移
し
た
後
、
令
和
４
年
に
回
復
し
ま
し
た
が
、

令
和
５
、
６
年
と
減
少
に
転
じ
て
い
ま
す
。
キ
タ
ム
ラ

サ
キ
ウ
ニ
は
依
然
高
密
度
の
水
準
で
す
が
、
令
和
６
年

は
稚
ウ
ニ
が
極
端
に
減
少
し
て
お
り
、
平
成
21
年
以
降

で
最
低
水
準
と
な
り
ま
し
た
。
全
体
で
も
減
少
傾
向
を

示
し
て
い
ま
す
。
エ
ゾ
バ
フ
ン
ウ
ニ
は
平
成
28
年
以
降

極
端
に
減
少
し
、
近
年
は
ほ
と
ん
ど
出
現
し
て
い
ま
せ

ん
。

　
底
生
生
物
の
個
体
数
密
度
の
推
移
は
、
植
食
性
巻
貝

は
０
〜
27.0
個
／
㎡
で
令
和
６
年
は
0.3
個
／
㎡
で
し
た
。

肉
食
性
巻
貝
は
０
〜
3.2
個
／
㎡
で
令
和
６
年
は
0.2
個
／

㎡
で
し
た
。
ヒ
ト
デ
類
は
0.3
〜
5.6
個
／
㎡
で
令
和
６
年

は
5.6
個
／
㎡
で
し
た
。
カ
ニ
・
ヤ
ド
カ
リ
類
は
1.1
〜
5.5

個
／
㎡
で
令
和
６
年
は
1.1
個
／
㎡
で
し
た
。

　
大
型
海
藻
類
の
重
量
密
度
の
推
移
は
、
ワ
カ
メ
は
０

〜
2.1
㎏
／
㎡
で
令
和
６
年
は
0.4
㎏
／
㎡
で
し
た
。
コ
ン

ブ
は
０
〜
6.4
㎏
／
㎡
で
令
和
６
年
は
０
㎏
／
㎡
で
し
た
。

　
植
食
性
巻
貝
は
令
和
３
年
に
突
然
消
失
し
、
現
在
ま

で
継
続
し
て
い
ま
す
。
ヒ
ト
デ
類
は
平
成
28
年
頃
か
ら

イ
ト
マ
キ
ヒ
ト
デ
の
み
が
急
激
に
増
加
し
、
密
度
が
約

５
倍
の
水
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ワ
カ
メ
は
令
和
４
年
の
冷
水
接
岸
に
よ
り
豊
富
に
繁

茂
し
、
そ
の
後
も
継
続
し
て
出
現
し
て
い
ま
す
。
一
方
、

コ
ン
ブ
は
平
成
28
年
以
降
ほ
と
ん
ど
繁
茂
せ
ず
、
令
和

４
年
に
わ
ず
か
に
出
現
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
ほ
と

ん
ど
繁
茂
し
て
い
ま
せ
ん
。

【
考
察
】

　
本
県
沿
岸
の
海
水
温
の
上
昇
に
よ
り
、
磯
根
生
物
の

成
長
・
生
残
に
複
合
的
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
本
調
査
で
出
現
す
る
海
藻
類
の
種
構
成

が
コ
ン
ブ
類
を
は
じ
め
と
す
る
寒
帯
性
種
か
ら
ホ
ン
ダ

ワ
ラ
類
等
の
温
帯
性
種
へ
変
化
し
て
い
る
ほ
か
、
県
内

各
地
で
イ
セ
エ
ビ
等
温
帯
性
種
の
目
撃
が
増
加
し
て
お

り
、
沿
岸
域
の
生
物
群
集
が
遷
移
過
程
に
あ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
磯
根
生
物
の
動
向
は
、
海
洋
環
境
の
変

化
や
生
物
同
士
の
種
間
関
係
が
複
雑
に
作
用
す
る
こ
と

か
ら
、
幅
広
い
生
物
種
の
継
続
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

図１ 県中部の年間水温の推移

図２ エゾアワビの密度推移

図３ キタムラサキウニの密度推移

図５ 植食性巻貝の密度推移

図４ エゾバフンウニの密度推移

図６ 肉食性巻貝の密度推移

図７ ヒトデ類の密度推移

図９ ワカメの密度推移

図８ カニ・ヤドカリの密度推移

図10　コンブの密度推移

　県
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
潜
水
調
査
の
結
果
か
ら
見
る
磯
根
資
源
の
長
期
動
向
に
つ
い
て

寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
掲
載
し
ま
す
。
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